
Title デザインの哲学 : 一試論

Author(s) 龍村, 平蔵

Citation デザイン理論. 1967, 6, p. 89-103

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52486

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



デ ザ イ ンの 哲 学

一 一 考 察 一

龍 村 平 藏

序 論

美 学並 び に芸術 学の学 的基 盤 にっ いて、哲学系 、心理学系 、社会 学系 等 々、

一 々異 なった立場 が あ る
。近年 、ドィッ学派 の うちミ現 象学 的立場 にあ るHusserl

Odebrecht等 に よ る美学 的考察が大勢 を占めてい る。 これ らのVonoben等 の

美学 に対 してVonuntenの 美 学 は文化科 学系 の科 学 を うち立 て なけれ ばな らな

いに もかか わ らず 、文化科 学 を指導すべ き論理 的立場 にっ いて も種 々因難 が多

いため学 的方法 として は正 しくつ かまれて いない よ うであ る。

例 えば、東洋 文化 史上 に現 れて い る諸種 の問題 は自然科 学 的論理形 式 だ けで

は取扱 えない場合 が多 い。 日本人 と して中国古来 、 イ ン ド古来 、 日本古来等 の

文化現象 の中 に成長 し、 われ われ の知 って い る文化現 象 と西欧 に於 て発達 した

西洋 哲学 に よる論理 的進展 との間 にあ る矛盾 を痛感 せ ざる をえないの であ る。

例 えば、ギ リシァ以来 の伝統 的思考方法 で ある三段 論法 において、内容 と形

式 を区別 す る論理構 造 を形式 的 にのみ取扱 う方法 が形 式論理 として存在 し、思

考対象 を客観 的 に規 定 し、制 約 し、固定化 して形式論理 を組 立 てて いる点 であ

る。人 間の文化的進展 の 中に、 もの に即 して思索 して い く東洋 の立場 で は この

形 式論理 的効用 は一 面非常 に正 しく感 じられ ると ともに、他 面 、われ われ の周

囲 に存在 す る現象 か らは遠 ざか って い く危 険 さを感 じざるを えなか った。 しか
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るに、形式論理学も概念の包摂又は未包摂の問題 と否定を含む形式的組合わせ

において、多くのファラシー(誤 謬)が それ自体 として発見 され、摘出 されて

いくのである。

次に形式論理 として最も巧みな方法である数学的論理の展開が数という巧 み

な媒体の介在において、非常に広範囲の正確 な知識を提供 し、今 日では(上 代

の神のごとく)人 類か ら信用せ られている自然科学の分野を開いたのである。

この自然科学分野に於て、人類は西洋風の文化から多 くの知識を発見、吸収 し

て近代生活 に進展 しえたのである。 しか しなが ら、この自然科学はNewton力

学の時代を過 ぎて、Einstein博 士等の純粋物理学に立 ちはじめると種 々の困難

を生 じゼ きた。特 に近年電磁波は物理学、力学 に対 して占めている基盤的 な立

場 に於て、以前 に三次元空間 として測定 しえる事自体に疑問が生 じ、その空間

自体に時間がかかっていてすべては時空間的に取扱わねばならないことが問題

になった。10nMeluの 時間に於て減滅す る電磁波の微粒子等はいかなる空間

といえども時間を無視 しえないことが実験上明確 にされて きた。特に放射能現

象はMeluの 時間にたって考察せねばならず、その現象は不可分な時空間性 に於

てのみ取扱 いうることを実験上実証 しうるに至 った。この時間と物質の関係 に

おいて分割すべか らざる内容 を持っていることは、従来の形式論理学にとって

は致命的な弱点である。

自然科学のかかる問題 に対 して西洋哲学に於て も弁証法 から現象学に至 る立

場の検討が発展 し、時間の学的取扱いに関する疑問が現代 に於ては種 々なる立

場 を生み、かつその学的基盤に於て論理的困難 をまきおこしている現情で ある

と思 う。これに対 して東洋 ではインドに発生 した、仏教的思索の基盤 を形 成 し

ている因明の論理学は西洋の三段論法の他律 的、形式的規定に対 して自律的、

自証的、時 間的、論理的進展 をその五段論法の形式中に持 っているのであ る。

この因明形式の思索のほうが空間内に生存 を続ける時間的生物としての人間の

文化 に対 してよ り適実 な論理 であると思 う。 しかしなが ら、インド哲学の体系
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それ 自体 が もって いる独善 的 な偏向 に対 して はこれ を批 判す る立場 と しての思

考方法 が非 常 に困難 であ る。 この矛盾 につ いて困難 を感 じたのは われ われ よ り

先 に中国の文化 人達 であ った。仏教 と儒 教、仏教 と老 荘 の間 に存在す る矛 盾 を

巧み に統一せ んと して中国 の学 者は幾 多の提案 を して きた よ うで あ る。

その 中で最 も注 目に値 す るものは王陽 明の陽 明学 であ る。陽明学 にお いては

形 式論理の基礎 を認 識論 に求 め る思考方法 が潜 在す る。心 ・知 ・体 ・行 ・客 の

認識 論上 の立場 が設定 され 、 その各立場 に於 て 自然現 象の 中核 に物 象の正格 が

存 在す るとい う限界 に立 ち至 った。いま、 この陽 明学の立場 を因明の関係 と考

察 してみ ると、 この二 つの立場 は共 に認 識論 の主観 客観 とい う対 立関係 を用 い

て いて、ほぼ因明 と平行線 をた どって いる考察 で あって、 さのご とく形式 化 し

うるようであ る。即 ち、陽 明学の 「心」 の立場 が因 明にお ける第一段 に当 り、

因 明の第二段の立場 が陽明学 の 「知」の立場 に あた り、陽明学 の第三段 の「体」

の立場 は因明 にお ける第三段 の論理 テーマに あたる。因明 におけ る結 論 が陽 明

学の 「客」 にあた って い るので あ る。 これ を ドイッ流 になお して考 えると、

・心(Subjektansich)=(SubjektanSubjekt)

矢口(ObjektinSubjekt)

丁夲(ObjektanSubjekt)=(SubjektanObjekt)

彳予(SubjektinObjekt)

客(Objektansich)e(ObjektanObjekt)

の 五 っの論理形式 にまとめ うるの であ る。即 ち、因明的 、東洋 的方法 において

は主観 か ら客観 を切 り離 す こと もな く、客観 か ら主観 を切 り離 す こともない。

すべ てを綜 合的現 象 と して把握 しうる方法 なので ある。

この因明の論理 形式 は ある現 象の現 在 あ らわれ た状態 に対 す る筋道 を明瞭 に

しよ うとす るので あ って、 この点で時 間的取扱 い(認 識 現象の格)を 可能 にす

るべ き論理で あ ると思 われ る。 あ る現象 が成立 って くる所以 を根源 にさかのぼ

って明瞭 に しよ うとす る立場 はそれ自身弁証 法 とちが って さらに本質的 な時 間
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性 、認 識性 を組 み入 れ.る立場で ある と思 う。

文化 現象 は最初 か ら再 実現 しえない時 間性 を基盤 にす る現 象で あ るか ら、こ

れ にっ いて一般 知識化(普 遍 妥当性)を 求 め るた めには従来 の形 式論理 と異 な

った抽 象方法 が取 らざ るをえないの であ る。

即 ち、文化現 象 に関す る抽象方法 は文 化現 象が多 くの場 合一度性 であ るため

に一応 不可能 に見 える。 その場合 に東洋 の多 くの哲人 が過去 にお いて 自 らとっ

て きた追究方法 は文化現 象の原因、経過 、伝統 の索源 であ って、 あ る人 問 の身

体調査 、家庭調査 、 出身地 調査等 の方法 が人 物検 討 に関 して必要 な知識 と して

東洋 にお いて現代 まで と られて きたので あ る。 この文化現 象の流 れ と方 向 を索

源 的に研 究す るとい う方法 とは西洋 の形 式論理 とは何 の関係 もないが、人 間の

理解認識 の手段 と してはは なはだ必要 なこ とは言 うまで もな い。 この索源 的方

法 は文化 現象 を理解 す る上 に当然必要 なことで ある。「この現 象は ど う して どう

い うふ うに、 どこで おこ ったか、 その結 果 この現 象 にはこ うい う現象 が含 まれ

てい る。」などと い うこ とはすべて時 間的現 象、歴 史的現象 の筋道 に立 って初 め

て明瞭 に なると い うこ とを意味す るので あ る。 これ は自然科 学にお いては生物

学 の発生 的方法 と して知 られて い る立場 で あ る。人間 も生物 の一種 で あ るか ら

には発生 学的理解 をす るのが もっと も妥 当 であろ う。

私 はか かる思索 の上 に立 って文化現 象 を検討 す る うちに、 この文化現 象が 自

然現象 と異 なるのは文化現 象が一切人 間の行動 によって生 じるもので、人 間の

行動 を含 まない もの はす べて 自然現 象で あって文化現象 とは この点で相異 して

お るこ とを思 い致 ったので ある。人 間が嬰児 か ら子供 に成長 し、子 供 か ら大人

に成長 し、 いろ いろな行動 を身 につ け、 しか も自己流 に行動 す るとい う生 物的

立前 をとって無 限の生長 と変 化 をっ づ けるご と く文化現象 自体は索源的 、発生

的 に吟味 しうるもの であ る。 そこで私 は文化現 象のElement,Moment等 に相

当す る もの は生物 学的 知的構 造 の上 に立っ もの であ って、ElementやMomentで

な く、ある一 つの芽 と しての カイ ム(Keim・ 萠 芽)と して索源 的に研究 す る とい
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う方法 によって到達 し うると考 えた。 かか る考察 は仮 定の上 に立 っ・ては い るが

非 常 に多産 的 で あるが、又 あ る程度 の正確 さを持 ってい るこ とを発 表 しうる。

例 えば、造形 活動 はDenken(思 索)、Sehen(視 行 動)、Bilden(物 を形 づ くる行

動)の 三 者が造形 の カイムで あ り、'その行動 の いろいろの変化 が造形 活動 の根

本 の変化 で あ る。

今 、デザ イ ン論 を考察す るに当 り、私の思索方 法 はいま われ われが デザ イ ン

として把握 してい る文化現 象の 内容 は いかなる文化活動 と して登 場 して くるか

を吟味批判 して い くものであ る。

造 形 に 関 す る美 的 行 動'

(一)造 形行動 に関す る人 間の必要 に して充分 な るカイム'(Keim・ 芽)は 人間

の手が 自由 に眼の指令 に従 って動 くこと。(Sehen十Bilden)

(二)人 間の眼 が人 間の思考 に よって導 かれ、ま た人 間の思 考 は眼 の と らえ方 に

よって現 象 を理 解 し把握 す るこ と。(Sehen十Denken)

(三)人 間の思 考 に於 て、 自己の視 覚 と自己の行 動 があ る程度 統覚 され ること。

(Apperzeption)

の 三 っのKeimに よ って始 め られ て きたので あ る。入間が この三 っの行 動 の統 覚

をな しうる年 は4才 ～7才 頃 の 間であ って、 この間 にお いて一応 素朴 な形 にお

け る表現 が可 能 に なるので ある。

この三っ のKe量m(即 ち手の熟練 と自 らの経験 と思 考の三 つ)が 年 の成長 とと

もに色 んな造形 を可 能 にす るの であ る。 この造形 的統覚 は 自己の精神 内容 の何

ものか を表現 しよ うと欲す ると き、造形行動 はその欲求 のKeimの 発 達 と して し

ば しば新 しい技術 を獲得 して きたので ある。 しか し、新 しい技術 の獲 得 は また

同時 に新 しい思 考 をよび、新 しい視覚 体験 を呼起 こ して きたので ある。

例 えば、建 築 にお いては天地根源 造 りよ り出発 して、柱 、床 、屋根 、入 口、

壁 等の構 造 を採 用 し、次 第次第 に 目的 にか なった資材 の発 明 を加 え(現 代の如
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く)建 築 は鉄 筋 コ ンク リー トの時代 に進展 して きた 。 その間 においてDenken

(思 索)は 数的測 量 を可能 に し、幾 何学の体系 を工 学的技法 の発達 にと りいれ

た。 ことに空 間形 式 の三 次元的把握 は幾 何 学 と物理 学、特 に力学の 関係 を解 明

し、 これ を用 いてエ ジプ トの ピラ ミッ ド、 カルナ ック神殿等 の如 き構造 をつ く

り、 メソポ タ ミアはバベ ルの塔 の如 き奇 蹟 を うち立て たので あ る。

その反面 、人 間が造形行動 に対す るImaginationを 具 体化 す るた めに平面 の

図上 に立 体 的 なもの をまず画 きあ らわす ことをおぼ え、Bild(図 形)の 上 に立体

を三 次元 に分 けて表現 す るこ とをお ぼ え、 ここに下 図 デザ イ ン、構 想 、構 図等

の造形 段 階が取 り入 れ られ 、 そのBild(図 形)上 の構 造が誤 りな くBilden、 構 成

され ることに必然性 を持 たす方 法即 ち材料、 力学、工学等 の参加が加 え られ た。

これは われ われの視 覚構 造が レンズ的で あって、現実 的 な平 面感 が人 間 と して

もっと も容 易で あ るため起 こった ことで あ る。

古 代 ギ リシア、古 代ペ ルシア、古 代 イ ン ド、古代 シナ等 に於 て規矩 、準縄 に

よる計算 が は じめ られ 、尺度 が工学 の基 本 とな ったので あ る。 それ と ともに空

間 は三 次元 に分離 され計算 され、時 聞は一応 敬遠 され て工学 が全面 的 に成立 し、

測 量 が デザ イ ンの基礎 となる習慣 が生 じた。

他面 、視覚 自体 が幾何 学、物理学 の も とに解 明 した問題 は形 の外 に光お よび

色 で あった。光 、色 の発展 は視 覚体験 の三次 元的把握 お よび 表現 に役 立 ち、14世

紀 以後 はイ タ リーのGiotto派 、オ ラン ダのVanEyck派 等 に よって非常 に精 密

な表現 力が得 られ、 この点 か らある程度 の表現 上の完成 と もい うべ きもの が も

た らされ、Raffaello,Michelangelo,LeonardodaVinci等 の 荘麗 なる芸術 、

ル ネ ッサ ンス文化 的頂点 を形 成す る。 しか しこの空 間形式 の完成 は中期以後 の

Raffaello,Michelangelo,daVinci,特 にGiorgioneの 疑 問 とす るところ とな

る。即 ち絵 画 に時 間的進展 をいか に導 き入れ るかがルネ ッサ ンスの壁 をつ きや

ぶ る表現上 の中心 問題 となった。 そこにい わゆ るBarockの 天 才Velazquezへ

の進展 が あ る。 この間 にこれ らの思想 的基本 を なす宇宙観 に よって ダンテ的思
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想、天国と地獄の対立する旧教的宇宙観 が芸術家の精神に感覚 として横温 して

きた り、ElGrecoに おいて天上 と下界を繋 ぐその中間の人物 としてのキ リス

トやマ リアが具体 的に現実的に描かれたのである。更 にこの時間性はGoyaに

よって微妙に躍動す る人間感情として描 き出されんとしてRubens,Delacroix

によ り画面に躍動す る力として把握 された。これらの試み(時 間十空間)を 絵

画の基本 をデザ インと考えたようであって、線遠近法 による空間三次元表現は

む しろ固い印象 をあたえるものとして次第に背景の中へと りのこされ解消 され

た。印象派画家、特に点描主義作家やCezanneに よって視空間そのものが視覚

的対象の本質であることが発見 され絵画は写真 と袂 を分って独自の時空間的表

現力を固持す るに至った。 その後は未来派やKandinsky等 の展開によって絵画

は時間的に絵画的創造その ものを追求 しは じめた。 ここに人間独 自の表現様式

として人間が従来重ん じて きた幾何形態が登場 し、視覚体験 と幾何形態との表

現形態の体系づけはPicasso,Miro等 によってはじめ られ、抽象形態 での新 し

い表現力の展開が試み られた。抽象画派の台頭はそのあらわれである。

しかるに、他面工学の面に於て材料学の大発展と人造材料の登場、工作機械

の発見が もた らした器具、機械の発展は非常に豊富な発明を内包 し、ことに電

気磁気の発明はエネルギーの新興エネルギーとして諸般の人聞的創作品の分野

において革命をもた らすと共にその大量製産 を可能にする発明を成 しとげたの

である。この発明力はまた人間の構成す る社会に対 し集団的、立体的生活文化

を形成 し普遍化 し大量製産力は更 にそれが数的に処理 され ることにより利子 を

中心とする資本主義 と、平均値 を中心とする社会主義が成立 した。この人間生

産による資本と数字的処理能力が自然に大資本 を勃興 させ、インダス トリー と

しての社会的協同活動が始 まるのである。

か くて人類の造形は現代 において社会的問題というさらに複雑 な必須の条件

が加えられて きたのである。即 ちインダス トリーとしての造形が可能になる条

件 としてはその工程の前にデザインの必要が生 じたのである。インダス トリー
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と して社 会経 済的に成立 す るには その イ ンダス トリー の恩 恵 によ り多数 の個 人

が ある種 の満足 を与 え られ るこ とが当然必要 となった0従 って一っのObjekt

の 製 産 に対 す る投下 資本 に対 して社 会全般 が これ に満 足 しうる生産、販 売、需

要 が必要 なので あ る。 それ とと もに、 その効用 が多数 の人 閻の生活及 び幸福 に

結 びっ くことが求 め られ るこ ととな った。従 って個 人 の創 作的 デザ インなるも

のが同時 に社会 的合理性 と効用性 を持 っ ことによって経済 的合理性 を持 ち、経

済 的合理性 が社会 の効用 性 と平行 して は じめて イ ンダス トリー が成立 す る段 階

になる。 人間の あ らゆ る機械 は以 上述 べ て きた と.同 じ段 階 をへ て発展 して きた。

彫刻 も又 、絵 画や建 築土木 に近 い傾 向 をた どって発展 して きた。

しかるに人類 のだれ もが要求 す る性 質 の一 つ と して未来 性が あ る。 あす のた

めの造形 に よって劇 しい社会 的変転 の 中 に立つ現代人 は一 瞬一秒 といえど も未

来の姿 を求 めてや ま ない。従 って イ ンダス トリー は大衆 の購買 力 を育 て販売 を

促 進す ることを求 め る。 これ が大衆の社 会的需要 をすす め る一 つの重 大 なモメ

ン トとな る。 この点 か ら未来 に対 す る造形 と して創造性 は人 間の観念 にお ける

自由 な観 念連 合 に よって構成 され、 その 自由 な観念綜 合 によ って生 じるイマ ジ

ネー シ ョンが現代 で は必要 な条件 となったの であ る。即 ち、 イマ ジネー シ ョン

の ない もの は未来性 がない と しば しば判 断 され 、製産 の前程条件 と して イマ ジ

ネーシ ョンは と り入れ られて いるのであ る。

このように考察 して くると、現Ttデ ザイ ンを必要す るに至 ったKeimはDenken,

Sehen,Bildenの 原 始 、源 泉的Keimの 他 に人 間 のImaginationお よ び出来 た も

の を用 いるNiitzenのKeimが 必 要 な る条件 とな ったの であ る。従 って最初 は

Denken(思 索)$ehen(視 行 動)、Bilden(物 を形 づ くる行動)の 他 に現代 では

Niitzen(効 用 性研 究)、Imagination(想 像 性 即 ち発 明性)の 五つのKeimが 分析 さ

れ発 見 され て くるの で ある。
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すべての文化活動 の分析 に よって もっと も注 意すべ きこ とは、一切 の活動 が

人 間の肉体の内部 にお いて統 一 されてい るこ とで ある。即 ち、人間 とい う一 っ

のオル ガ ン(機 能)の 働 きで あって、各 カイムに相 当す る動 作は オルガ ンの一

エ レメ ン トと してオル ガナイ ズ(機 能化)さ れ てい ることであ る。従 って、オ

ルガナ イズされ たKeimの 中 か らKeimを 発 見す ることは同時 に それ が統 合 され

て作用す るとい うことであって各別 々に作用す るとい う意味 では決 して ない。

人 間のすべ ての行動 は常 に人 問の肉体全体 に作用 し、 あ らゆ る器 官 が統 合 され

統 覚 されて働 いてい るの であ る。この 関係 は既 にAna互yse(分 析)と はい えない。

む しろその人 聞の諸種 のElementの 中 で、あるKeimが 中 心 とな り強調 され て い

る状態 と して考 え られ なければ な らない。 その意味 で分析(Analyse)で は な く

分光(ス ペク トルによ る各 色 の個 性 を明瞭 に波長 ごとに区別 す る)ス ペ ク トル

的 な分 明が なされ るとい うこ とにおいて考 え られ なけれ ばな らない。 この こ と

は心理実験 を実施 した場 合 に当然注 意 しなけれ ば な らない現 象 なの であ る。 こ

の分光 と同時 に その全 体の構 造 の特性 を形 づ くる性 質の もので あるか ら、分光

は同時 に統覚 で あ り、機能 化(オ ルガニ シオ ン)で なけれ ばな らないの であろ

う。私 には この スペ ク トルは帯状 の スペ ク トルでは な く一つ の細胞 をあ らわす

(前 図形 の如 き)円 盤状 の分 光で あ り、分光 は同時 に統 合 であ るとい う図形 の

方 が妥 当 な表現 であ ると思 われ る。

以上 の ような観念 に従 って い くっ かの人 間の行動 を分光 して きたが、 ここに

デザ イ ンとい う構 造に関 して この分光研 究 を実施 してみ る と、造形 の三 つ の
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Keimで あ ったDenken,Bilden,Sehenの 他 にデザ イ ンとい う観 念 が急激'4

もん じられて きた。現代 においては そのデザ イ ンを構 成す る重要 なKeimと して

はImaginationがKeimで あ ること及 び現代 にお ける人間の行動 の大部分 を規 定

す る社会集 団生活 にお ける人 間間相 互 の普遍 的性格 を決定 して い る作 用、即 ち

作 られ.た ものの効用性 が発見 さるべ き作用Niitzen,が 必 要 なKeimで あ る。また、

あるいは実用 が現代 の社会集 団内 におけ るBi弖denを 可 能 にす る見逃 すべ か らざ

る現象 と して、Ke{mま た はElementと して考 究 したの であ る。従 って、デザ イ

ンを現代 的用 語 と して解析 す る時 これ も取 り入 れ なけれ ばな らないElementで

あ ろ う。物 を使 用 す るこ とは人類 が文化 生活 ぢ しきもの をは じめて か ら人 間の

文化 と して必ず存在 した著 しい特徴 の一 っで あ る。(石器 、土 器、木器)従 って

物 を使用す るこ とNiitzenは 人 類文化 と共 に常 に存 在 した構 造で あ る。従 って こ

の場合 もKeimと して取 り上げ られ る。しか し現代 的意昧 はい わゆ る経済 生活 と

い う観念 の もとに物 の効用性 が需要 、供 給の もとにおいて常 に数的 に批判 され 、

一種 の価値 判断 の時間的 関係 を形 成 して い る
。 それが価値 の重要性 として人類

の社会活動 、特 に経済 活動 において重大 な意義 を しめて い る。この点 からNutzen

と い う効用性 はデザ イ ンの重 要 なKeimと して考 え られ なければ な らな い6従 っ

て デザ イ ンの構 造のKeimはDenken,Sehen,Bildenに 加 えるの にlmagination,

Niitzenと い う二 っのElementを 附加 す るこ とによって五つ のKeimか ら成立

し た もの と考 え る。

人 間の行 動 を起 こす色 い うな状 態 は現 代医 学的 に心理学 的 に解 明 され るに至

ってい る。人 間の行 動 は内分秘 によ る血 液の状態 、筋肉 、大脳 を通 じてあ る部

分 が興奮 す る状 態 と密接 に関係 があ る。近代医 学は人 間の搆 造 を血 液 内の内分

秘 物質 の状 態 と自律 神経 の興 奮沈静 の状 態 と種類 との混合 的状態 によって それ

が人 間の心理 に影響 を及 ぼ し最後 にあ る抑 制 をつ きやぶ り、行動 に移 ると考 え

られ てい る。 この間の研究 が生理心理学 的追 求 に よって今世紀 は非 常 に進歩 を

とげ るで あろ うとい う。い まだ学 的に根 拠 とす るにはあま りに も問題 が残 って

..



い るよ う・に考 える。 しか し次 の現 象だ けは確 かで ある。即 ち 「人 蘭が 自 ら血 の

中に強 く分秘 され た内 分秘 物 の刺激 に よってあ る感情 にと らわれ る。即 ち、人

間の感情 はその人 間の血液 の様相 によ って形 づ くられ感情 となる。 その ため に

人 間の感情 によ る理 智 の統 覚 と共 にすべ ての感情筋 肉 を統 一す る血液状 態及 び

感情 の統 一 が統覚 の第二 の重要 な要素 と なって い る。」この二つの統 覚 、(知的統

覚 及び 晴的統 覚)が さ らに筋 肉 を命令 す るあ る統 覚 の 自促 に よって行動 に うつ

るその現象 を人 間 は意志 的 なもの と考 えて い るよ うで ある。 これが統覚 の第三

の要素 、意志 的統覚 で ある。 この三 つの統 覚 作用 によって統覚 された もの は行

動 に うっ る。 これ が統覚 と行 動 の関係 で ある。

ここに問題 となるの は統 覚点 の問題 で ある。 この統 覚点 によって文化 活動 特

に芸術運動 や美 的行動 には非 常 に大 きな差 が で き、 ある時 には丁度正 反対 にな

るヶ一ス もあるので あ る。この統 一点の デザ イ ンに関す る問題 を考 えるな らば、

あ る営 利会社 は その経 済性 の問題 を考 え、あ る営利 会社は大衆性 を、ま た ある

営利会社 は その未来性 を求 めて いる如 く、デザ イ ンす る人 間の一人一人 が各 々

の異 った統一 点 を もって い る。 その統 一点 は行動 の目標 と して デザ イ ンの 目的

と して価値 づ け られ てい る場合 が多 い。(例 えば、航空機 にお けるス ピー ド、上

昇性能。橋梁 にお け るスパ ン(弾 性 、強度)。 マス コ ミにおけ る印象性等)が 各

デザ イ ンの性格 を決 定す る統 一点 とな って い る。従 ってデザ イ ンの統 一 点 は

Ideeで な けれ ば な らない。逆 にまたあ るデザ イナーの抱 く未来性 のlmagination

を考 え具 現化 し、造形 化す ることによって各行 動 は統 覚 され統合 され綜 合 され

る。

以上 の考察 に よってDenkenに 出発 した思 考の途上 にお いて大脳 に うかんで

くるImaginationが あ る。そのImaginationがDenkenと 結 びつ いて朧 げ なldeeを

形 成す る。 そのIdeeを 更 に思 考 して それ を現実化 しよ うとす る(Denken)。 現

実化 しよ うと した場 合 に人 間の視 覚体験 は今 までの 自己の視覚体験 をそのKeim

と して発展 さ し、(Imagination)そ れ を目に見 えるよ うに しよ うとす る(Sehen)。
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その目の通りに見ようとする動作 をレアライズという言葉で呼 んでいる。そこ

に視覚のRealisationと して何 らかの造形材料によってその材料のために適当

な工法が取 られる。その工法の制限のもとにイメー ジが レアライズされ る(こ

の材料との技法上の戦 いをさけるためにまず最 も容易 な方法である絵画様式に

おいてデザインが考究 され る場合が多い)。この段階において人間は造形活動

(Bilden)に 入 っているのである。このBildenに 関 しては現代社会において種

々雑多な造形活動の存在はそのまま現代社会の複雑 な要求をあらわし現代母会

の持っ多様 な機能 と欲望を示 しているとい う。

人間の造形活動の内で最 も精緻 な複雑 な構造過程 を保有す るものは我 らの肉

体それ自身である。従 って、産業革命以前多 くの場合造形は人問の肉体 それ自

身においてなされた。従って現代われわれが手工業 と呼んでいるものにおいて

発達 していった。 この手工業の経験自体がより熟練 し、よ り表現化 したものが

いわゆる工芸作品である。従 って、人間の造形対象に対す る材料の取扱 い方は

工業の工法理論の重大なる要素であり、特に材料造形 の取 り扱いにおける熟達

の有無は熟練度 そのものが美的表現 として取 り扱 われ る(刀剣)。 即 ちかかる個

人の肉体 を中心 とした質の向上は自然 に美的方向、表現的方向に向 う人間的傾

向を持 っている。

これに対 して産業革命以来の社会構成は著 しく量 的発達において特異の傾向

を示 して来た。特権者、権力者、権威者の独占性を否定 して最大多数の最大幸

福 を目標 とす る近代社会は前代のMeister達 によるイマジネーシ ョン(レ アラ

イズ)の 質的向上 を否定 して最大多数に最 も役立つ簡素にして要領 を得たるも

の、明解に無駄 なく造形 されるものを要求 した。同 じものを数多 くっ くる熟練

が生む量的合理性 と、価格 の低減 とが一致する点に、一応、労働 と熟練の社会

的意昧と価値 を見出 したのである。この偏向はインダス トリーの多量化即 ち量

産の方向 をたど りより安 く、より多 くのという方向が近代性の特徴の一つの目
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的 となった。

このイ ンダス トリーの造形 目的 を達成 す るため には じめ られた造形 の機械化

は人類 の社 会 を次 第 にその 必要 とす る物 質 をもって満 し、 さ らに物 質の量産 に

よ って その物質 の領布 され る方 向地域 を拡 大 し、 その拡 大 され た尖端 において

経 営的価格 あ るもの とな ることによって大衆 化 し社 会化 した。 か くて イ ンダス

トリー化(工 業化)は 同時 にそれ を販売 す る量産化 、商業化 を うなが した。商

業化 は その広範 囲 に配布 され るべ き交通産 業の発達 を うなが し、交通産 業の発

達 は一面 その ス ピー ドの速 度増加 を もた らす とともに、他 面速度 あ る通信 、量

的マス コ ミニ ュケー シ ョンを引起 して現 代 に至 って いるので あ る。 とこ ろが こ

の よ り早 く、 よ り広 く、 よ り善 き造形活 動 を生 ま んとす る思索 は その大衆 化 を

単 純 に求 め ることので きない状 態 を生み出 した。 それ はあ らゆ る造形 に おいて

その造形 の もっ発 展 的成功 、未来性 が好 まれ要求 され るか らであ る。 そこに単

純 明快確 実迅速 とい う人間 の理想 が造形 の イマ ジネ ー ションをか え、 イ ンダス

トリーの数字 的、 自然科 学 的、工 学的性 質 と結 びっ いて、こ こに従 来 と違 った

意昧 の天才(大 衆 の欲 す る方 向 を見極 あ る能 力 を持 つ人 々)の 出現 が現 代 の一

っ の夢 となって 、 それ に近 い成功 を示 した人 々が大衆 の尊敬 の対 象 とな って き

たのであ る。

大胆 なる近 代 的デザ イナー達 が ある種 の神格 化 され ている現象 は今 日あ らゆ

る尖端 的造形 にお いて見 られ るので あ る(建 築家 、 デザ イナ ー、オー トクチ ュ

ー等) 。 か くして大衆 化の方 向 はその尖端 において またImaginationン を 中心 と

す る人 間の理 想追求 の憧憬 に結びっ いて い るので ある。 しか し、か か るイ ンダ

ス トリーのBildenと しての特徴 はそれ ら成功者(天 才)の 出現 に対 して厳 密 な

諸種 の試験検 査 が な されて いる。 それは今 日の大量共 同生活 者、大衆 の厳 密 な

批 判は それ を用 い られ るか否 か、また真 に必要 と してい るか ど うか、即 ちNiitzen

の 実 用か ら進展 した ものか らのObjektは 大 衆 か らの批判 か ら始 め られて い な
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ければ な らない。 このNiitzenの 厳 しい批 判 は資 本主義社 会 にお いて は大量購

買 力等 によって決 定 され 、共 産主義社 会 においては その設計 者 に対 す る厳密 な

批判 によって決 定 され てい るよ うであ る。 その両者 を通 じて言 えるこ とは新 し

いデザ イナ ーの内容 が真 なる意味 で大 衆性 に立 って い るか ど うか、翻 って また

社 会的合理性 に立 ってい るか どうかの問題 に価値 批判 の基礎 を持 ってい るよ う

で ある。 かか る意味 でNiitzenに よ って確 かめ られ る批判 をデザ イナーは厳 重

にその思 考の内 に持 って いな ければ な らない。

以上説 明 した如 く、Denken,Imagination,Sehen,Bilden,Niitzen,の 五

つのKeimは 現段 階 にお いてお互 に相 影響 しか らみあ って総合 され協 同 して強

力 にな り現 実の壁 を打破 って進展 しよ うと してい るので ある。 これ が現 代 デザ

イ ンな る観念 が普遍 的 に行 われ、しかも重要 な意味 を領 有 してい る所 以で あ る。
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